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＜参考例＞  

２０ 年  月  日 

選 定 理 由 書

１．品 名： 

２．選定品：物品の場合はメーカ名、製品名、型式番号等、役務（請負工事、外注等）の場合は主

な仕様を記載してください。 

３．選定先業者： 

４．研究及び選定品の概要等： 

・実施する研究内容を記載した上で、当該選定品の研究遂行上の必要性、利用目的を記載してくだ

さい。 

・選定品が物品の場合、必要不可欠な機能、性能等の仕様や納期等の条件を記載し、表等を用いて

選定した理由を記載してください。 

比較項目 
選定品 類 似 品 

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ 製品Ｄ 

○○機能 ○ ○ ○ × 

□□機能（加工精度●nm 以下） ２０ 10 １００ ２０ 

納期（●ヶ月以内） １ヶ月 3 ヶ月 ５ヶ月 １ヶ月 

５．業者選定理由及び価格の妥当性 

（機種選定理由書の場合で、当該特定製品の相見積を行う際は記載不要）： 

（業者選定理由） 

・業者が１社に特定される理由を具体的に記載してください。以下の例を選択するのではなく、当

該選定に至った具体的な理由を詳細に記載してください。なお、単に過去に納入実績がある等の

理由のみでは認められません。 

（例） 

・選定品の販売代理店が 1 社のみである。（代理店証明書を添付） 

・研究で得られるデータの連続性を確保するために必要不可欠かつ代替できない特殊機器、材料、

ソフトウェア等であり、当該物品の販売が１社のみである。 

・研究で使用している機器、ソフトウェアとの互換性を確保するために必要不可欠かつ代替でき

ない特殊機器、材料、ソフトウェア等であり、当該物品の販売が１社のみである。 

・既に購入した機器、プログラム等の保守、修理、改造等を行うにあたり、当該機器等のメーカ

以外から調達した場合、機器等の使用に支障が生じる恐れがある。 

・技術的なノウハウ流出の防止を目的として既に自社事業において選定業者との契約等があり、

別の業者から購入した場合、ノウハウ流出の恐れがある。 

（価格の妥当性） 

・価格の妥当性について、表等を用いて詳細に説明してください。 

（例） 

・過去に購入実績のある同等品や類似品との価格の比較。 

・過去に同様の外注等を行った場合、過去の見積書等に記載された工数、単価の比較。 

・カタログに定価表が示されている場合、その価格。 

・価格の比較が困難な場合は、工数や単価等の算出根拠を明確に示してください。 
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（４）械械装置等製作・購入費の留意点

①機械装置等の製作・購入については、「取得価額が１０万円以上（消費税込）、かつ使用可能期間（法

定耐用年数）が１年以上のもの」は「機械装置等製作・購入費」に、それ以外、「取得価額が１０万円未

満、または使用可能期間が１年未満のもの」は「Ⅲ．その他経費１．消耗品費」に計上します。

研究開発資産と消耗品等との区分は次のチャートを参考にして区分してください。

研研究究開開発発資資産産ＹＹＥＥＳＳ・・ＮＮＯＯチチャャーートト

ただし、完成後１年以内に廃棄する場合は、試作品として取り扱うことも可能です。 

試作品としての判断は以下のチャートを参考にしてください。

試試作作品品ＹＹＥＥＳＳ・・ＮＮＯＯチチャャーートト

消消耗耗品品

完成後1年以内
に廃棄する 試試作作品品

※１ 

研研究究開開発発資資産産

ＹＹＥＥＳＳ ＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳ

それ自体の耐久試
験が目的である 

製作過程における知
見の取得が目的で
ある 

取得価額が
10万円以上
である 

機械装置
等の製作 

ｓｓｔｔａａｒｒｔｔ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

※１：実際に稼働していなくても、展示品として展示している場合は、使用にあたり、資産となります。

また、1年以上倉庫等に休眠状態で保管されている場合も、資産となります。

なお、試作品を廃棄した場合は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）等のエビデンスを帳票類として保管してください。

研研究究開開発発資資産産イイエエスス  ・・ノノーーチチャャーートト★★１１へへ

組み合わせ
て使用する
物である

※３ ※４

※２

※１：使用可能期間とは、使用に耐えうる期間で、原則、法定耐用年数をいいます。ＮＥＤＯ事業において使用する期間ではありません。

※２：使用可能期間（耐用年数）が1年未満、または取得価額が10万円未満のものは、原則消耗品となりますので、経費は取得方法に応じ

て、消耗品費、または外注費に計上してください。

※３：個々の取得価額は10万円未満でも、組み合わせて使用するもので、総額が10万円以上になるものは一式として機械装置等費計上

対象となります。

※４：改造とは、機械装置等に付加価値（機能の向上、耐久性のアップ等）を付けるものをいいます。

現状機能の維持をおこなうものは、保守、修理となります。

機械装置等費 
計上対象 

非処分制限財産
消消耗耗品品

消耗品費（外注費）に計上

ｓｓｔｔａａｒｒｔｔ ＹＹＥＥＳＳ

Ｎ 
Ｏ

使用可能期
間が1年以
上である

取得価額（税
込）が10万円
以上である

取得価額総額
（税抜）が50万円
以上である

ＹＹＥＥＳＳ ＹＹＥＥＳＳ

ＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳ

物品製作
購入

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

取得価額総額
（税込）が10万
円以上である

処分制限財産の
改造である

※１

ＮＮ  
ＯＯ

★１
機械装置等費 

計上対象 

処分制限財産
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１１．．  機機械械装装置置等等費費のの細細目目  

（１）機械装置等費の細目

＜基本的な考え方＞ 

１．土木・建築工事費（土地の取得費を除く） 

① プラント等の建設に必要な土木工事および運転管理棟等の建築工事費

② 付帯する電気工事等に要した労務費、材料費、旅費、消耗品費、光熱水費、仮設備費およ

びその他の経費

③ 上記①、②の外注費

２．機械装置等製作・購入費 

① 研究の遂行に必要な機器・設備類の購入費、関連する営繕工事費および試運転、据付に要

した費用

② 研究の遂行に必要な機器・設備類の設計、製造、加工等に要した費用および加工等に必要

な機器類の借上に要した費用

③ 機器・設備類に組み込まれ、または付属し、一体として機能をするソフトウェアの設計・製造に

要した費用

④ 上記①～③の外注費

３．保守・改造修理費 

① 保守費

当該ＮＥＤＯ事業に使用するために助成費用で購入した装置、および過去委託費で購入

し、当該助成事業に使用するため貸与されている装置の保守（法定点検、定期点検および

日常のメンテナンスにより、機能の維持管理等を行うこと）を必要とした場合における労務

費、旅費、消耗品費およびその他の必要な経費 

② 改造修理費

当該ＮＥＤＯ事業に使用するために、装置等の改造（主として機能を高め、または耐久性

を増すための資本的支出）、修理（主として、原状を回復する場合）を必要とした場合におけ

る労務費、旅費、消耗品費およびその他の必要な経費 

③ 上記①、②の外注費

（２）機械装置等に係る外注については、必要性および金額の妥当性を明確にしてください（検査時に仕様

が明確かどうかを確認します）。助成事業の本質的な部分（研究開発要素のある業務）を外注すること

はできませんので、外注する内容については、十分検討してください。

（３）土木・建築工事費の留意点

①地方自治体の承認が必要な建築工事は、必ず承認を受けてください。

②建物や構築物において、取得価額が単価５０万円以上（消費税抜）の場合は、処分が制限される財

産となります。
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（４）械械装置等製作・購入費の留意点

①機械装置等の製作・購入については、「取得価額が１０万円以上（消費税込）、かつ使用可能期間（法

定耐用年数）が１年以上のもの」は「機械装置等製作・購入費」に、それ以外、「取得価額が１０万円未

満、または使用可能期間が１年未満のもの」は「Ⅲ．その他経費１．消耗品費」に計上します。

研究開発資産と消耗品等との区分は次のチャートを参考にして区分してください。

研研究究開開発発資資産産ＹＹＥＥＳＳ・・ＮＮＯＯチチャャーートト

ただし、完成後１年以内に廃棄する場合は、試作品として取り扱うことも可能です。 

試作品としての判断は以下のチャートを参考にしてください。

試試作作品品ＹＹＥＥＳＳ・・ＮＮＯＯチチャャーートト

消消耗耗品品

完成後1年以内
に廃棄する 試試作作品品

※１ 

研研究究開開発発資資産産

ＹＹＥＥＳＳ ＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳ

それ自体の耐久試
験が目的である 

製作過程における知
見の取得が目的で
ある 

取得価額が
10万円以上
である 

機械装置
等の製作 

ｓｓｔｔａａｒｒｔｔ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

※１：実際に稼働していなくても、展示品として展示している場合は、使用にあたり、資産となります。

また、1年以上倉庫等に休眠状態で保管されている場合も、資産となります。

なお、試作品を廃棄した場合は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）等のエビデンスを帳票類として保管してください。

研研究究開開発発資資産産イイエエスス  ・・ノノーーチチャャーートト★★１１へへ

組み合わせ
て使用する
物である

※３ ※４

※２

※１：使用可能期間とは、使用に耐えうる期間で、原則、法定耐用年数をいいます。ＮＥＤＯ事業において使用する期間ではありません。

※２：使用可能期間（耐用年数）が1年未満、または取得価額が10万円未満のものは、原則消耗品となりますので、経費は取得方法に応じ

て、消耗品費、または外注費に計上してください。

※３：個々の取得価額は10万円未満でも、組み合わせて使用するもので、総額が10万円以上になるものは一式として機械装置等費計上

対象となります。

※４：改造とは、機械装置等に付加価値（機能の向上、耐久性のアップ等）を付けるものをいいます。

現状機能の維持をおこなうものは、保守、修理となります。

機械装置等費 
計上対象 

非処分制限財産
消消耗耗品品

消耗品費（外注費）に計上

ｓｓｔｔａａｒｒｔｔ ＹＹＥＥＳＳ

Ｎ 
Ｏ

使用可能期
間が1年以
上である

取得価額（税
込）が10万円
以上である

取得価額総額
（税抜）が50万円
以上である

ＹＹＥＥＳＳ ＹＹＥＥＳＳ

ＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳＹＹＥＥＳＳ

物品製作
購入

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

ＮＮ  
ＯＯ

取得価額総額
（税込）が10万
円以上である

処分制限財産の
改造である

※１

ＮＮ  
ＯＯ

★１
機械装置等費 

計上対象 

処分制限財産
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１１．．  機機械械装装置置等等費費のの細細目目  

（１）機械装置等費の細目

＜基本的な考え方＞ 

１．土木・建築工事費（土地の取得費を除く） 

① プラント等の建設に必要な土木工事および運転管理棟等の建築工事費

② 付帯する電気工事等に要した労務費、材料費、旅費、消耗品費、光熱水費、仮設備費およ

びその他の経費

③ 上記①、②の外注費

２．機械装置等製作・購入費 

① 研究の遂行に必要な機器・設備類の購入費、関連する営繕工事費および試運転、据付に要

した費用

② 研究の遂行に必要な機器・設備類の設計、製造、加工等に要した費用および加工等に必要

な機器類の借上に要した費用

③ 機器・設備類に組み込まれ、または付属し、一体として機能をするソフトウェアの設計・製造に

要した費用

④ 上記①～③の外注費

３．保守・改造修理費 

① 保守費

当該ＮＥＤＯ事業に使用するために助成費用で購入した装置、および過去委託費で購入

し、当該助成事業に使用するため貸与されている装置の保守（法定点検、定期点検および

日常のメンテナンスにより、機能の維持管理等を行うこと）を必要とした場合における労務

費、旅費、消耗品費およびその他の必要な経費 

② 改造修理費

当該ＮＥＤＯ事業に使用するために、装置等の改造（主として機能を高め、または耐久性

を増すための資本的支出）、修理（主として、原状を回復する場合）を必要とした場合におけ

る労務費、旅費、消耗品費およびその他の必要な経費 

③ 上記①、②の外注費

（２）機械装置等に係る外注については、必要性および金額の妥当性を明確にしてください（検査時に仕様

が明確かどうかを確認します）。助成事業の本質的な部分（研究開発要素のある業務）を外注すること

はできませんので、外注する内容については、十分検討してください。

（３）土木・建築工事費の留意点

①地方自治体の承認が必要な建築工事は、必ず承認を受けてください。

②建物や構築物において、取得価額が単価５０万円以上（消費税抜）の場合は、処分が制限される財

産となります。
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ア） 当該ＮＥＤＯ助成事業と相対する競争的研究費が、合算購入を認めている研究費であるか確認

してください。

イ） 購入費用の「負担割合」は合理的な考え方、具体的には「契約期間（見込み）による按分」、「使

用割合（見込み）による按分」、「契約数による等分」等から研究の実情に即して助成先が負担割

合を決め、当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額を「合算購入調書」（P.６０）により算出し、帳票類とし

て保管してください。小数点以下の端数処理は、負担額が大きい競争的研究費や自己資金に計

上することを基本とし、相対する競争的研究費と調整の上、計上してください。なお、共用設備の

使用実績のＮＥＤＯへの報告は不要とします。

ウ） 当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額を取得価額とし、取得価額が単価５０万円以上（消費税抜）の場

合は、処分が制限されている財産となります。また、相対する競争的研究費が補助金または助

成金の場合は処分制限財産になる等、共用設備の管理等にあっては、相対する競争的研究費

にも配慮が必要となります。

エ） 共用設備に関連する改造費、保守費、光熱水料等を計上する場合は、上記の合理的な負担割

合により算出された経費を計上します。なお、相対する競争的研究費や自己資金による研究が

既に終了した場合は、当該ＮＥＤＯ助成事業で専有することになるため、全ての経費を計上して

ください。

オ） 購入費用の按分により、当該ＮＥＤＯ事業の負担額が１０万円未満となる場合であっても、機械

装置等製作・購入費に計上します。

カ） 当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額によらず、共用設備の購入に際し１契約が２００万円以上（消費

税込）の機種または業者を選定して発注する必要がある場合は、「選定理由書」（Ｐ．５２）により

当該機種を選定した理由や相見積を行わない理由を明確にし、価格の妥当性についても説明

してください。また、月別項目別明細表には、契約先名称、法人番号を記載してください。

キ） 実施計画書の積算（項目別明細表）には、品名に【共用設備】と記入した上で、負担割合を乗じ

て積算してください。

ク） 助成先のほか、委託先または共同研究先の事業者であっても合算購入を可能とします。

（５）保守・改造修理費の留意点

＜保守＞

ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等に限ります。自社装置は対象外です。（保守費とは、法定点検、定期

点検および日常のメンテナンス等に要した経費をいい、工事を伴わないものをいいます。ソフトウェア

保守費等、名目上の保守費は計上不可です。） 

＜改造＞ 

ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の改造において、改造部分（ユニット）の取り外し等が可能で、

改造部分が明確にＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の装置と区別できる場合は、費用計上が認

められます。

＜修理＞ 

当該研究開発に必要な、ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の装置(ＮＥＤＯが貸与する装置を

含む)に係る修理費についても、以下の条件を満たす場合は、費用計上が認められます。 

ア．経済性を考慮したうえで、修理を行うことが合理的であると判断できること（事業者が付保して

いる保険で修理可能な場合は除く）

イ．修理後も当該事業に使用する必要があること

ウ．助成事業の実施に伴い生じた故障等(事業者の明らかな過失によるものを除く)の修理である

こと

ただし、休眠設備の復旧を行う場合は必要性、経済性等の根拠を提示していただきます。 

また、機能追加は修理ではなく改造と判断される場合があります。 
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②ソフトウェアは、上記①にかかわらず、その用途により、計上する費目が異なりますので注意してくださ

い（ＹＥＳ・ＮＯチャートをＰ.４８に掲載）。

用途 計上費目 

ア．機器・設備類と一体となって機能するもの Ⅰ．機械装置等費 

２．機械装置等製作・購入費 

イ．単独で動作するもので、自社で製作したものおよび購入し

たもの。 

Ⅲ．その他経費 

１．消耗品費 

ウ．単独で動作するもので、外注したもの Ⅲ．その他経費 

３．外注費 

エ．ライセンス期間が定められているもの Ⅲ．その他経費 

４．諸経費 （４）借料 

③以下の条件のすべてを満たす場合は、ファイナンス・リース契約による機械装置等の調達が可能で

す。

その場合の助成対象経費額は、助成事業期間内に支払われるリース料額とし、計上費目は機械装

置等製作・購入費としてください。 

なお、ファイナンス・リース契約の途中打ち切りによる損害金等については、原則、経費対象外（自社

負担）とします。 

経費計上条件 

ア．助成事業期間中のリース料に係るＮＥＤＯ助成金額が、購入の場合の助成金額より経済的である

こと。

イ．当該ファイナンス・リース契約期間が、対象機械装置等の法定耐用年数以上であること。

ウ．対象機械装置等の調達が、当該助成事業に係る助成金交付決定日以降の新規調達であること。

※既存の機械装置等のリースバックは認められません。

上記条件ア、イは以下の図のような例です。 

④取得価額または効用の増加価額が単価５０万円以上（税抜）の財産（組み合わせて使用し、総額が５０

万円以上となる財産も含む）については、「取得財産等管理明細表（様式第１４）」を作成し、実績報告

書に添付してください。なお、取得財産等管理明細表の取得年月日は「検収日」、耐用年数は別表第

六（P.１７２）の「耐用年数」を記載するとともに、助成事業者は、金額、取得年月日、耐用年数等に関し

て、事業者の固定資産台帳等との整合を確認してください。

⑤複数の競争的研究費、当該ＮＥＤＯ助成事業および使途に制限のない自己資金による「共用設備」の

購入に関する留意点

 複数の競争的研究費で共同して利用する設備（以降は、共用設備という）を、合算により購入するこ

とを可能とします。また、当該ＮＥＤＯ助成事業と使途に制限のない自己資金（以降は、自己資金という）

による研究で、合算により購入することを可能とします。なお、主な留意点は以下のとおりです。 

Ｎ１年度 Ｎ２年度 Ｎ５年度

助成事業
期間

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 略 ６月 ７月 ８月

（以後のリース料は、全て自社負担。）

リース契約
期間

耐用年数

経費計上
対象期間

★助成事業期間途中で契約を打ち切った場合の損害金等も経費対象外。

かいひ経費けい計上
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ア） 当該ＮＥＤＯ助成事業と相対する競争的研究費が、合算購入を認めている研究費であるか確認

してください。

イ） 購入費用の「負担割合」は合理的な考え方、具体的には「契約期間（見込み）による按分」、「使

用割合（見込み）による按分」、「契約数による等分」等から研究の実情に即して助成先が負担割

合を決め、当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額を「合算購入調書」（P.６０）により算出し、帳票類とし

て保管してください。小数点以下の端数処理は、負担額が大きい競争的研究費や自己資金に計

上することを基本とし、相対する競争的研究費と調整の上、計上してください。なお、共用設備の

使用実績のＮＥＤＯへの報告は不要とします。

ウ） 当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額を取得価額とし、取得価額が単価５０万円以上（消費税抜）の場

合は、処分が制限されている財産となります。また、相対する競争的研究費が補助金または助

成金の場合は処分制限財産になる等、共用設備の管理等にあっては、相対する競争的研究費

にも配慮が必要となります。

エ） 共用設備に関連する改造費、保守費、光熱水料等を計上する場合は、上記の合理的な負担割

合により算出された経費を計上します。なお、相対する競争的研究費や自己資金による研究が

既に終了した場合は、当該ＮＥＤＯ助成事業で専有することになるため、全ての経費を計上して

ください。

オ） 購入費用の按分により、当該ＮＥＤＯ事業の負担額が１０万円未満となる場合であっても、機械

装置等製作・購入費に計上します。

カ） 当該ＮＥＤＯ助成事業の負担額によらず、共用設備の購入に際し１契約が２００万円以上（消費

税込）の機種または業者を選定して発注する必要がある場合は、「選定理由書」（Ｐ．５２）により

当該機種を選定した理由や相見積を行わない理由を明確にし、価格の妥当性についても説明

してください。また、月別項目別明細表には、契約先名称、法人番号を記載してください。

キ） 実施計画書の積算（項目別明細表）には、品名に【共用設備】と記入した上で、負担割合を乗じ

て積算してください。

ク） 助成先のほか、委託先または共同研究先の事業者であっても合算購入を可能とします。

（５）保守・改造修理費の留意点

＜保守＞

ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等に限ります。自社装置は対象外です。（保守費とは、法定点検、定期

点検および日常のメンテナンス等に要した経費をいい、工事を伴わないものをいいます。ソフトウェア

保守費等、名目上の保守費は計上不可です。） 

＜改造＞ 

ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の改造において、改造部分（ユニット）の取り外し等が可能で、

改造部分が明確にＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の装置と区別できる場合は、費用計上が認

められます。

＜修理＞ 

当該研究開発に必要な、ＮＥＤＯ助成金で購入した装置等以外の装置(ＮＥＤＯが貸与する装置を

含む)に係る修理費についても、以下の条件を満たす場合は、費用計上が認められます。 

ア．経済性を考慮したうえで、修理を行うことが合理的であると判断できること（事業者が付保して

いる保険で修理可能な場合は除く）

イ．修理後も当該事業に使用する必要があること

ウ．助成事業の実施に伴い生じた故障等(事業者の明らかな過失によるものを除く)の修理である

こと

ただし、休眠設備の復旧を行う場合は必要性、経済性等の根拠を提示していただきます。 

また、機能追加は修理ではなく改造と判断される場合があります。 

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

XIII 

XIV 

②ソフトウェアは、上記①にかかわらず、その用途により、計上する費目が異なりますので注意してくださ

い（ＹＥＳ・ＮＯチャートをＰ.４８に掲載）。

用途 計上費目 

ア．機器・設備類と一体となって機能するもの Ⅰ．機械装置等費 

２．機械装置等製作・購入費 

イ．単独で動作するもので、自社で製作したものおよび購入し

たもの。 

Ⅲ．その他経費 

１．消耗品費 

ウ．単独で動作するもので、外注したもの Ⅲ．その他経費 

３．外注費 

エ．ライセンス期間が定められているもの Ⅲ．その他経費 

４．諸経費 （４）借料 

③以下の条件のすべてを満たす場合は、ファイナンス・リース契約による機械装置等の調達が可能で

す。

その場合の助成対象経費額は、助成事業期間内に支払われるリース料額とし、計上費目は機械装

置等製作・購入費としてください。 

なお、ファイナンス・リース契約の途中打ち切りによる損害金等については、原則、経費対象外（自社

負担）とします。 

経費計上条件 

ア．助成事業期間中のリース料に係るＮＥＤＯ助成金額が、購入の場合の助成金額より経済的である

こと。

イ．当該ファイナンス・リース契約期間が、対象機械装置等の法定耐用年数以上であること。

ウ．対象機械装置等の調達が、当該助成事業に係る助成金交付決定日以降の新規調達であること。

※既存の機械装置等のリースバックは認められません。

上記条件ア、イは以下の図のような例です。 

④取得価額または効用の増加価額が単価５０万円以上（税抜）の財産（組み合わせて使用し、総額が５０

万円以上となる財産も含む）については、「取得財産等管理明細表（様式第１４）」を作成し、実績報告

書に添付してください。なお、取得財産等管理明細表の取得年月日は「検収日」、耐用年数は別表第

六（P.１７２）の「耐用年数」を記載するとともに、助成事業者は、金額、取得年月日、耐用年数等に関し

て、事業者の固定資産台帳等との整合を確認してください。

⑤複数の競争的研究費、当該ＮＥＤＯ助成事業および使途に制限のない自己資金による「共用設備」の

購入に関する留意点

 複数の競争的研究費で共同して利用する設備（以降は、共用設備という）を、合算により購入するこ

とを可能とします。また、当該ＮＥＤＯ助成事業と使途に制限のない自己資金（以降は、自己資金という）

による研究で、合算により購入することを可能とします。なお、主な留意点は以下のとおりです。 

Ｎ１年度 Ｎ２年度 Ｎ５年度

助成事業
期間

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 略 ６月 ７月 ８月

（以後のリース料は、全て自社負担。）

リース契約
期間

耐用年数

経費計上
対象期間

★助成事業期間途中で契約を打ち切った場合の損害金等も経費対象外。

かいひ経費けい計上
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※※処処分分制制限限取取得得財財産産等等のの目目的的外外使使用用ににつついいてて（（特特例例））

ＮＥＤＯでは、処分制限取得財産等を補助目的たる事業の遂行に支障を来さない範囲で、一時的に

転用を行う場合、経済産業省通達「補助事業等により取得し又は効用の増加した財産の処分等の取扱

いについて」に準じた取扱いを行います。 

「補助事業等により取得し又は効用の増加した財産の処分等の取扱いについて」（経済産業省） 
https://www.meti.go.jp/information_2/publicoffer/org_daijin_kaikei2.html 

（１）助成事業の遂行に支障を来さない範囲

① 業務時間外や休日等を利用して助成目的たる事業の遂行に支障を来さない範囲で一時的に転用

（処分制限財産の所有権の変更を伴わない目的外使用）する場合、または処分制限財産（施設に

限る）の一部（施設延べ床面積の概ね１０％を超えない範囲。ただし、１５０平方メートルを上限とする）

について付帯設備の設置を行う場合その他当該転用が極めて軽微であると認められる場合。

② 助成目的たる事業を遂行するために必要な、処分制限財産の機能の維持、回復または強化を図る

ための改造を行う場合。

③ 助成事業終了後、助成事業等の成果の全部または一部を商品化するために必要な技術開発（試

作品をもとに需要者の意見等を踏まえて商品化に向けた改良を行う等、本格的に商業ベースでの

生産を行う段階に入る直前までの段階を含む）、または当該助成金等の交付決定の対象となった事

業の目的を達成するために必要と認められる関連技術の開発（基礎研究、応用研究、実用化研究

等のいかなる段階にあるかを問わない）に使用する場合。

（２）ＮＥＤＯに対する報告

助成事業の遂行に支障を来さない範囲で処分制限財産を使用する場合は、上記の条件に合致してい

ることについて、ＮＥＤＯが確認したことを明らかにするため、助成事業者からプロジェクト担当部宛に「資

産の使途予定」について文書（メールでも可、捺印不要）を提出してください。 
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２２．．  助助成成先先自自身身でで工工事事等等をを行行うう場場合合  

助成先等の自社の工事・営繕・設計部門等において、土木・建築工事、製作設計・加工、保守改造修

理を行う場合は、以下の算式により経費を算定してください。 

（土木・建築工事費） 

（製作設計・加工費）   ＝ （当該業務に要した時間）×（当該部門の部門単価） 

（保守・改造修理費） 

※工事等を登録研究員が行う場合、作業内容により労務費の計上方法が異なりますので、ご注意くださ

い。

・交付申請書に記載されている「設計・加工等の研究開発」を行う場合

労務費単価を使用して、「Ⅱ．労務費 １．研究員費」として計上します。

・「研究開発要素のない設計・加工等」の作業を行う場合

部門単価を使用して機械装置等費の一部として計上します。

（１）当該事業の従事者は、従事日誌（週単位で記載する従事日誌を除く。）を作成してください。ただし、自

社の原価計算で使用する工数を管理するシステムで、従事者個別に当該業務分が他の業務と区分さ

れているものがある場合は、それを従事日誌の代わりとできますので、事前にプロジェクト担当部に相談

してください。

（２）部門単価は、年度毎に、当該年度最新の確定決算により算出した単価を使用し、当該年度中適用しま

す。

ただし、当該年度の原価計算に適用する部門単価が決定されている場合は、その単価を使用すること

もできます。

（３）部門単価の計算方法が設定されていない場合は、「部門単価計算書」（Ｐ．６１）を参考にして、当該年

度最新の確定決算により、部門単価を算出してください。
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※※処処分分制制限限取取得得財財産産等等のの目目的的外外使使用用ににつついいてて（（特特例例））

ＮＥＤＯでは、処分制限取得財産等を補助目的たる事業の遂行に支障を来さない範囲で、一時的に

転用を行う場合、経済産業省通達「補助事業等により取得し又は効用の増加した財産の処分等の取扱

いについて」に準じた取扱いを行います。 

「補助事業等により取得し又は効用の増加した財産の処分等の取扱いについて」（経済産業省） 
https://www.meti.go.jp/information_2/publicoffer/org_daijin_kaikei2.html 

（１）助成事業の遂行に支障を来さない範囲

① 業務時間外や休日等を利用して助成目的たる事業の遂行に支障を来さない範囲で一時的に転用

（処分制限財産の所有権の変更を伴わない目的外使用）する場合、または処分制限財産（施設に

限る）の一部（施設延べ床面積の概ね１０％を超えない範囲。ただし、１５０平方メートルを上限とする）

について付帯設備の設置を行う場合その他当該転用が極めて軽微であると認められる場合。

② 助成目的たる事業を遂行するために必要な、処分制限財産の機能の維持、回復または強化を図る

ための改造を行う場合。

③ 助成事業終了後、助成事業等の成果の全部または一部を商品化するために必要な技術開発（試

作品をもとに需要者の意見等を踏まえて商品化に向けた改良を行う等、本格的に商業ベースでの

生産を行う段階に入る直前までの段階を含む）、または当該助成金等の交付決定の対象となった事

業の目的を達成するために必要と認められる関連技術の開発（基礎研究、応用研究、実用化研究

等のいかなる段階にあるかを問わない）に使用する場合。

（２）ＮＥＤＯに対する報告

助成事業の遂行に支障を来さない範囲で処分制限財産を使用する場合は、上記の条件に合致してい

ることについて、ＮＥＤＯが確認したことを明らかにするため、助成事業者からプロジェクト担当部宛に「資

産の使途予定」について文書（メールでも可、捺印不要）を提出してください。 
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２２．．  助助成成先先自自身身でで工工事事等等をを行行うう場場合合  

助成先等の自社の工事・営繕・設計部門等において、土木・建築工事、製作設計・加工、保守改造修

理を行う場合は、以下の算式により経費を算定してください。 

（土木・建築工事費） 

（製作設計・加工費）   ＝ （当該業務に要した時間）×（当該部門の部門単価） 

（保守・改造修理費） 

※工事等を登録研究員が行う場合、作業内容により労務費の計上方法が異なりますので、ご注意くださ

い。

・交付申請書に記載されている「設計・加工等の研究開発」を行う場合

労務費単価を使用して、「Ⅱ．労務費 １．研究員費」として計上します。

・「研究開発要素のない設計・加工等」の作業を行う場合

部門単価を使用して機械装置等費の一部として計上します。

（１）当該事業の従事者は、従事日誌（週単位で記載する従事日誌を除く。）を作成してください。ただし、自

社の原価計算で使用する工数を管理するシステムで、従事者個別に当該業務分が他の業務と区分さ

れているものがある場合は、それを従事日誌の代わりとできますので、事前にプロジェクト担当部に相談

してください。

（２）部門単価は、年度毎に、当該年度最新の確定決算により算出した単価を使用し、当該年度中適用しま

す。

ただし、当該年度の原価計算に適用する部門単価が決定されている場合は、その単価を使用すること

もできます。

（３）部門単価の計算方法が設定されていない場合は、「部門単価計算書」（Ｐ．６１）を参考にして、当該年

度最新の確定決算により、部門単価を算出してください。
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＜参考例＞ 

事業番号：□□□□□□□□-□ 

合算購入調書 
20  年  月  日 

１．合算購入する競争的研究費の事業名等および共用設備 

※相対する競争的研究費が合算購入可能であることを確認の上、報告すること。

共用設備名称：△△測定評価装置 

事業名 資金配分機関 委託等種別 負担割合 

NEDO 事業 □□□／▽▽▽／○○に関する研究開発 ＮＥＤＯ 委託 50% 

相対する 

事業 
××開発事業／××に関する研究開発 JST 委託 50% 

２．合算購入する理由 

   ＮＥＤＯ事業では、○○の研究開発で○○の特性評価を行うため、△△測定評価装置が必要であり、一

方で、ＪＳＴ事業においては××の性能評価を行うため、同装置が必要となることから合算して購入する。 

３．購入費用の負担割合 

※①～③から 1 つ選択すること。

①契約期間（見込み）による按分 ②使用割合（見込み）による按分 ③契約数による等分

４．ＮＥＤＯ事業の負担額 

【①の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

契約期間を考慮して NEDO 事業では 32 ヶ月間（2020 年 7 月～2023 年 2 月）、JST事業では 9 ヶ月間（2020

年 7 月～2021 年 3 月）であることから、事業期間による按分した結果は以下のとおり。なお、小数点以下の

端数は、負担額が大きい NEDO 事業に計上。 

10,000,000 円×32/(32+9)＝7,804,879 円 

【②の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

ＮＥＤＯ事業及びＪＳＴ事業の契約期間を考慮すると、両事業ともに使用期間は 32 ヶ月間（2020 年 7 月～

2023 年 2 月）。一月の使用割合（見込み）を検討した結果、NEDO 事業で使用する日数は計１２日（Ａ教授

５日、Ｂ准教授７日）、ＪＳＴ事業で使用する日数は計１０日（Ａ教授３日、Ｃ准教授７日）であるため、按分し

た結果は以下のとおり。なお、小数点以下の端数は、負担額が大きい NEDO 事業に計上。 

10,000,000 円×12/(12+10)＝5,454,546 円 

【③の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

ＮＥＤＯ事業及びＪＳＴ事業の契約期間を考慮すると、両事業ともに使用期間は 32 ヶ月間（2020 年 7 月～

2023 年 2 月）。一月の使用割合（見込み）も同程度であることから、等分して NEDO 事業では 500 万円を

計上。 
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＜参考例＞ 

２０○○年度土木・建築工事費、機械装置等製作設計・加工費、保守・改造修理費 部門単価計算書 

事業者名 ２０ 年 月 日 

所 属 ○○部○○課 証明者 氏名

費 目 金 額（千円） 備 考 

１．直接労務費合計（Ａ） 

(1)賃金

(2)給与

(3)雑給

(4)賞与手当

２．間接費合計（Ｂ） 

(1)間接材料費

補助材料費

工場消耗品費 

消耗工具器具備品 

その他（費目記入） 

(2)間接労務費

賃金

給与 

雑給 

賞与手当 

退職給与引当金 

福利費 

（健保負担金等） 

(3)間接経費

福利施設費

厚生費

減価償却費

賃借料

保険料

修繕料

光熱水料

租税公課

旅費交通費

通信費

その他（費目記入）

３．総経費（Ｃ） 

〔（Ａ）＋（Ｂ）〕 

４．稼働時間（Ｄ） 

５．従業員等数（Ｅ） 

部門単価〔円／ｈ〕＝（Ｃ）÷{（Ｄ）×（Ｅ）} 

（注） 

１．上記の計算方法は、助成先（委託先または共同研究先を含む）において単価算出方法に別段の

定めがない場合に、助成事業対象経費に関する「機械装置等費」のうち、土木・建築工事費、

機械装置等、製作設計・加工費、保守・改造修理費の部門単価計算に用いる。 

２．金額（税抜）は、年度毎に、当該年度の（年度末中間）実績報告時点で最新の確定決算により

算出した単価を使用し、当該年度中適用する。 

３．円未満の端数は、切捨とすること。 
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＜参考例＞ 

事業番号：□□□□□□□□-□ 

合算購入調書 
20  年  月  日 

１．合算購入する競争的研究費の事業名等および共用設備 

※相対する競争的研究費が合算購入可能であることを確認の上、報告すること。

共用設備名称：△△測定評価装置 

事業名 資金配分機関 委託等種別 負担割合 

NEDO 事業 □□□／▽▽▽／○○に関する研究開発 ＮＥＤＯ 委託 50% 

相対する 

事業 
××開発事業／××に関する研究開発 JST 委託 50% 

２．合算購入する理由 

   ＮＥＤＯ事業では、○○の研究開発で○○の特性評価を行うため、△△測定評価装置が必要であり、一

方で、ＪＳＴ事業においては××の性能評価を行うため、同装置が必要となることから合算して購入する。 

３．購入費用の負担割合 

※①～③から 1 つ選択すること。

①契約期間（見込み）による按分 ②使用割合（見込み）による按分 ③契約数による等分

４．ＮＥＤＯ事業の負担額 

【①の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

契約期間を考慮して NEDO 事業では 32 ヶ月間（2020 年 7 月～2023 年 2 月）、JST事業では 9 ヶ月間（2020

年 7 月～2021 年 3 月）であることから、事業期間による按分した結果は以下のとおり。なお、小数点以下の

端数は、負担額が大きい NEDO 事業に計上。 

10,000,000 円×32/(32+9)＝7,804,879 円 

【②の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

ＮＥＤＯ事業及びＪＳＴ事業の契約期間を考慮すると、両事業ともに使用期間は 32 ヶ月間（2020 年 7 月～

2023 年 2 月）。一月の使用割合（見込み）を検討した結果、NEDO 事業で使用する日数は計１２日（Ａ教授

５日、Ｂ准教授７日）、ＪＳＴ事業で使用する日数は計１０日（Ａ教授３日、Ｃ准教授７日）であるため、按分し

た結果は以下のとおり。なお、小数点以下の端数は、負担額が大きい NEDO 事業に計上。 

10,000,000 円×12/(12+10)＝5,454,546 円 

【③の記載例】△△測定評価装置の購入価額（税抜）の購入価額は 1,000 万円、検収日は 2020 年７月であり、

ＮＥＤＯ事業及びＪＳＴ事業の契約期間を考慮すると、両事業ともに使用期間は 32 ヶ月間（2020 年 7 月～

2023 年 2 月）。一月の使用割合（見込み）も同程度であることから、等分して NEDO 事業では 500 万円を

計上。 
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